
第
一
節

学
校
法
人
昭
和
学
院
生
ま
れ
る

学
制
改
革
に
伴
っ
て
、
本
学
院
も
、
従
来
の
財
団
法
人
昭
和
学
院
の
組
織
を
変
更
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
学
校
法
人
昭
和
学

院
と
な
り
、
一
層
の
教
育
活
動
の
充
実
高
度
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節

青
空
に
こ
だ
ま
す
る
祝
歌

一
、
青
年
期
を
迎
え
た
学
院

本
校
も
創
立
以
来
十
五
年
、
人
に
た
と
え
れ
ば
よ
う
や
く
青
年
期
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
年
々
増
築
拡
張
さ
れ
る
校
舎
校
地
、
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
学
習
施
設
、
環

境
と
充
実
し
た
教
育
内
容
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
三
十
年
八
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
、
県
下
の
強
敵
を
次
々
に
破
り
、
全
国
大
会
へ
の
夢
を
は
じ
め
て
実
現
し

て
、
晴
れ
の
県
代
表
と
し
て
、
大
阪
西
宮
球
場
で
の
全
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
へ
出
場
し
、
全
校
を
湧
き
た
た
せ
た
。
こ
れ
は
本
学
院
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ソフトボール優勝祈願



史
上
記
念
す
べ
き
勝
利
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
本
学
院
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。

二
、
応
援
歌
の
誕
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
に
初
出
場
し
て
以
来
、
運
動
部
の
活
躍
が
全
国
的
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
応
援
、
激
励

の
た
め
に
応
援
歌
を
作
ろ
う
と
い
う
意
見
が
強
ま
り
、
国
語
科
及
び
生
徒
会
を
中
心
と
し
て
作
詩
し
、
音
楽
科
の
山
崎
八
郎
先

生
に
作
曲
を
依
頼
、「
昭
和
学
院
応
援
歌
」
が
誕
生
し
、
今
日
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い

る
。

三
、
創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
と
記
念
事
業

式
典
は
晩
秋
の
昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
日
（
日
）、
本
校
校
庭
に
式
場
を
設
営
し

て
行
わ
れ
た
。
当
日
は
快
晴
の
秋
日
和
に
恵
ま
れ
、
陽
ざ
し
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
、
全

校
生
徒
と
多
数
の
来
賓
父
兄
を
前
に
し
て
、
厳
粛
な
う
ち
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
学
院

長
の
式
辞
、
来
賓
の
祝
辞
な
ど
多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
、
こ
の
佳
き
年
に
巡
り
会

っ
た
こ
と
の
喜
び
を
と
も
に
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
、
創
立
十
五
周
年
に
あ
た
り
、
何
か
記
念
事
業
を
残
そ
う
と
い
う

応援歌を斉唱する生徒

昭和学院及び中学校・高等学校



昭
和
学
院
応
援
歌

作
詩

昭
和
学
院
生
徒
会
選
定

作
曲

山

崎

八

郎

一
、
学
び
の
庭
に

若
葉
萌
え

紺
碧
の
空

雲
も
な
し

若
い
力
を

い
っ
ぱ
い
に

起
て
よ
奮
え
よ

勝
利
ま
で

（
以
下
く
り
返
し
）

い
ざ
友
よ

が
ん
ば
れ
友
よ

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

わ
れ
ら
が
昭
和

二
、
大
気
清
し
き
菅
野
辺
に

勝
利
の
栄
冠
目
指
し
つ
つ

日
頃
き
た
え
し

こ
の
身
体

い
ざ
や
試
さ
ん

こ
の
力

三
、
真
間
川
照
ら
す

陽
光ひ

を
あ
び
て

血
潮
は
躍
る

胸
は
な
る

破
れ
屠
れ
よ

汝
が
敵
を

す
で
に
勝
利
は

我
に
あ
り



こ
と
で
、
特
別
教
室
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
し
、
創
立
十
五
周
年
記
念
教
室
建
設
委
員
会
が
発
足
し
た
。
記
念
教
室
の
建
設
は
、

記
念
式
典
終
了
後
に
正
式
に
決
定
さ
れ
、
諸
準
備
を
整
え
、
工
事
の
着
工
は
、
昭
和
三
十
一
年
の
八
月
の
初
め
と
な
り
、
京
成

建
設
株
式
会
社
に
依
頼
し
た
。
工
事
は
付
属
施
設
を
除
き
、
一
〇
七
坪
の
建
築
で
、
九
月
に
は
基
礎
工
事
が
完
了
し
、
十
二
月

中
旬
に
鉄
筋
二
階
建
て
の
近
代
建
築
が
完
成
し
た
。

建
物
は
一
階
が
教
室
二
室
、
玄
関
、
ホ
ー
ル
、
階
段
、
予
備
室
で
、
教
室
は
折
り
た
た
み
形
式
の
間
仕
切
り
を
使
い
、
い
つ

で
も
開
閉
自
由
な
も
の
と
し
て
二
〇
〇
名
は
収
容
出
来
る
小
講
堂
と
し
て
使
用
も
出
来
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
。
一
室
は
視
聴

覚
教
室
に
、
も
う
一
室
は
被
服
実
習
室
に
予
定
さ
れ
た
。
二
階
は
、
階
段
を
上
っ
て
右

側
（
南
）
に
和
室
を
三
室
、
手
前
か
ら
一
二
畳
、
一
二
畳
、
一
五
畳
と
い
う
広
さ
で
つ

く
ら
れ
、
奥
が
二
〇
坪
の
洋
室
（
来
賓
室
）
と
な
っ
た
。

階
下
の
教
室
の
床
は
檜
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り
で
、
階
上
の
来
賓
室
と
ホ
ー
ル
は
ア

ス
タ
イ
ル
張
り
で
あ
る
。
ま
た
建
築
の
外
装
は
玄
関
付
近
は
タ
イ
ル
張
り
に
し
、
他
は

モ
ル
タ
ル
塗
り
、
刷
毛
引
き
ガ
ン
リ
シ
ン
仕
上
げ
と
な
っ
た
。

こ
の
記
念
教
室
の
落
成
式
は
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
三
日
に
記
念
教
室
階
下
（
第
一

視
聴
覚
室
）
で
行
わ
れ
、
父
兄
及
び
工
事
関
係
者
多
数
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
そ
の
素

晴
ら
し
い
施
設
を
披
露
し
た
。

階
下
の
視
聴
覚
室
は
、
当
時
と
し
て
は
末
だ
視
聴
覚
教
育
が
そ
の
価
値
を
充
分
に
認

創立15周年記念式典学院長式辞
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識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
だ
け
に
、
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
階
下
の
一
室
は

家
庭
科
室
と
し
て
被
服
実
習
に
と
く
に
あ
て
ら
れ
、
本
学
院
の
教
育
施
設
は
さ
ら
な
る

充
実
を
み
た
。

な
お
、
階
上
は
礼
法
室
と
し
て
、
和
室
と
洋
室
と
が
備
え
ら
れ
、
和
・
洋
室
に
は
同

窓
会
か
ら
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
が
寄
付
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
家
庭
科
の
授
業

の
一
環
と
し
て
礼
法
指
導
が
行
わ
れ
て
、
一
般
に
や
や
も
す
る
と
低
下
し
て
い
る
と
言

わ
れ
る
礼
法
作
法
の
指
導
が
充
実
さ
れ
、
近
代
女
性
と
し
て
の
マ
ナ
ー
の
習
得
も
出
来

て
、
校
訓
で
あ
る
明
敏
謙
譲
の
精
神
が
大
い
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

こ
の
校
舎
は
昭
和
四
十
年
度
に
視
聴
覚
館
と
改
め
ら
れ
、
階
下
を
一
教
室
に
使
用
し
、

映
写
室
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
電
動
式
引
幕
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
常
設
さ
れ
、
第
一
視
聴
覚
室

と
し
て
広
く
授
業
そ
の
他
に
利
用
さ
れ
た
。
四
十
二
年
度
に
は
階
上
も
和
室
三
室
を
改
装
し
、
第
二
視
聴
覚
室
と
し
て
、
映
写

室
、
オ
ー
デ
ィ
オ
諸
施
設
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
設
置
さ
れ
活
用
さ
れ
た
。
洋
室
は
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し

て
、
本
学
院
の
視
聴
覚
教
室
の
中
枢
機
関
と
な
り
、
器
具
の
保
管
、
貸
し
出
し
指
導
等
を
行
っ
た
。

第
三
節

よ
ろ
こ
び
に
湧
く

創立15周年記念教室



昭
和
三
十
三
年
、
こ
の
年
は
学
院
に
と
っ
て
も
輝
か
し
い
栄
誉
に
浴
し
た
年
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
本
学
院
創
立
者
伊
藤
友
作

先
生
が
、
教
育
功
労
者
と
し
て
、
藍
綬
褒
章
下
賜
の
栄
誉
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
き
に
、
先
生
は
昭
和
二
十
八
年
の
学
制
八
十
周
年
記
念
式
典
に
際
し
、
教
育
功
労
者
と
し
て
、
文
部
大
臣
よ
り
表
彰
を
受

け
た
。
先
生
に
は
そ
の
教
育
功
労
に
よ
り
度
重
な
る
栄
誉
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
が
、
こ
の
度
は
教
育
者
と
し
て
の
最
高
の
栄
誉

と
さ
れ
る
藍
綬
褒
章
の
受
章
と
な
っ
た
。
こ
の
輝
か
し
い
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
ひ
と
り
先
生
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
学

院
関
係
者
す
べ
て
の
深
く
よ
ろ
こ
び
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

藍
綬
褒
章
は
五
月
三
日
受
章
が
決
定
さ
れ
、
五
月
二
十
九
日
、
文
部
大
臣
室
に
お
い
て
、
松
永
東
大
臣
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

な
お
当
日
は
、
先
生
を
含
め
四
〇
人
の
受
章
者
で
あ
っ
て
、
褒
章
伝
達
の
後
文
部
大
臣
の
祝
辞
を
戴
き
、
代
表
者
の
答
辞
が
あ

っ
て
、
そ
の
後
一
同
は
皇
居
を
拝
観
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お
目
に
か
か
り
、
親
し
く
お
こ
と
ば
を
戴
い
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
齢
六
十
に
し
て
、
私
学
を
創
設
し
て
、
そ
の
教
育
理
想
の
実
現
を
果
た
し
、
こ
の
度
、
そ
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
受

章
の
光
栄
に
浴
さ
れ
た
。
先
生
の
胸
中
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
創
立
か
ら
学
校
づ
く
り
に
、
数
々
の
苦
難
を
乗

り
越
え
今
日
の
発
展
を
つ
く
っ
た
ご
功
績
に
対
し
、
受
章
は
む
し
ろ
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
っ
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



第
四
節

栄
誉
を
永
遠
に

伊
藤
友
作
先
生
胸
像
建
立

こ
の
藍
綬
褒
章
受
章
を
記
念
し
て
、
伊
藤
友
作
先
生
の
胸
像
を
建
立
し
よ
う
と
い
う
声
が
学
院
関
係
者
の
間
に
お
こ
り
、
六

ヵ
月
余
の
月
日
を
か
け
て
完
成
し
、
十
一
月
二
十
三
日
の
祭
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

胸
像
は
、
東
京
学
芸
大
学
教
授
で
本
学
院
短
大
講
師
で
あ
っ
た
新
井
喜
惣
次
先
生
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。

晩
秋
の
日
射
し
輝
く

こ
の
日
は
長
い
間
教
育
に
従
事
、
専
念
し
て
こ
ら
れ
た
伊
藤
友
作
先
生
の
除
幕
式
に
ふ
さ
わ
し
く
、
晩
秋
の
陽
の
光
が
さ
わ

や
か
な
一
日
で
あ
っ
た
。
胸
像
は
純
白
の
布
で
被
わ
れ
、
家
庭
科
校
舎
の
正
面
、
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
た
。

式
に
は
友
作
先
生
を
は
じ
め
、
同
夫
人
、
副
校
長
伊
藤
一
郎
先
生
、
同
夫
人
そ
の
他
来
賓
と
し
て
、
千
葉
県
副
知
事
宮
沢
弘

氏
、
国
会
議
員
臼
井
荘
一
氏
、
私
学
審
議
会
会
長
勝
田
友
三
郎
氏
、
市
川
学
園
校
長
古
賀
米
吉
氏
他
が
臨
席
さ
れ
、
学
校
関
係

で
は
、
小
学
校
他
各
学
校
代
表
の
職
員
、
父
兄
有
志
、
卒
業
生
代
表
、
生
徒
代
表
な
ど
が
多
数
参
加
し
た
。
胸
像
の
前
に
は
祭

壇
が
設
け
ら
れ
、
御
神
酒
、
鯛
、
野
菜
な
ど
が
供
え
ら
れ
、
四
方
に
青
竹
を
配
し
、
し
め
な
わ
で
か
こ
い
、
周
囲
に
は
紅
白
の



幕
が
張
ら
れ
厳
粛
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
式
は
午
前
十
時
に
開
始
さ
れ
、
最
初
に
胸
像
の
除
幕
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
御

令
孫
の
久
子
さ
ん
と
正
子
さ
ん
が
あ
た
ら
れ
た
。

除
幕
が
す
む
と
次
に
葛
飾
八
幡
宮
の
筥
崎
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
お
は
ら
い
の
あ
と
、
千
葉
県
知
事
の
祝
辞
を
宮
沢
弘
副
知

事
が
代
読
し
、
つ
づ
い
て
他
の
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、
出
席
者
代
表
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
あ
り
、
最
後
に
制
作
者
新

井
先
生
の
挨
拶
が
あ
っ
て
閉
式
と
な
っ
た
。

な
お
同
胸
像
は
、
昭
和
四
十
年
に
創
立
二
十
五
周
年
記
念
に
造
ら
れ
た
講
堂
横
の
大
庭
園
に
移
動
さ
れ
、
さ
ら
に
伊
藤
記
念

ホ
ー
ル
の
建
設
に
伴
っ
て
、
同
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
に
設
置
さ
れ
た
。

第
五
節

溢
れ
る
力
に
豊
か
な
成
長

一
、
成
人
を
迎
え
た
学
院

終
戦
後
し
ば
ら
く
混
乱
の
う
ち
に
過
ぎ
た
わ
が
国
経
済
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
よ
う
や
く
大
き
な
成
長
発
展
へ
と
向

か
い
、
国
民
所
得
は
増
加
し
、
生
活
水
準
は
高
ま
り
、
教
育
が
一
段
と
普
及
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
進
学

率
は
年
々
増
加
を
示
し
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



こ
の
よ
う
な
社
会
の
推
移
の
中
で
、
本
学
院
は
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

短
期
大
学
、
さ
ら
に
栄
養
学
校
と
一
貫
し
た
教
育
施
設
が
と
と
の
い
、
昭
和
三
十
五

年
度
は
職
員
一
五
〇
名
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
数
は
実
に
三
、九
〇
〇
名
と
い
う
大

規
模
な
総
合
学
園
に
発
展
し
た
。

教
育
施
設
・
内
容
の
充
実

こ
れ
に
伴
い
、
教
育
施
設
及
び
内
容
に
大
き
な
充
実
発
展
が
見
ら
れ
、
昭
和
二
十

七
年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
の
間
に
、
小
学
校
校
舎
、
理
科
館
、
家
庭
科
実
習
教
室
、

商
業
科
実
習
教
室
、
家
庭
科
準
備
室
、
商
業
館
な
ど
が
新
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
七

年
度
は
新
設
の
小
学
校
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
。
総
面
積
六
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
木

造
二
階
建
て
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
。
室
数
は
上
下
六
教
室
に
職
員
室
な
ど
が
付
属
し
て

い
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
小
学
校
が
新
し
く
鉄
筋
校
舎
と
し
て
建
築
さ
れ
、
小
学
校
が
そ
れ
に
移
っ
た
の
で
、
そ
の
あ

と
こ
の
校
舎
は
高
校
校
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
度
に
は
、
防
音
装
置
な
ど
内
部
を
改
修
し
て
、
芸
術
館
と
し
て
、

音
楽
室
が
三
教
室
、
美
術
室
が
二
教
室
、
音
楽
準
備
室
、
器
楽
練
習
室
（
六
室
に
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ア
ノ
を
備
え
る
）、
美
術
準
備
室

な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
四
年
九
月
の
新
芸
術
館
の
完
成
に
と
も
な
い
こ
の
校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
、
同
年
十
二
月
そ
の 昭和30年頃の校庭・ダンスの授業



跡
地
に
文
化
ク
ラ
ブ
会
館
が
建
て
ら
れ
た
。

理
科
館
は
昭
和
二
十
九
年
八
月
に
建
築
さ
れ
た
。
こ
の
校
舎
は
木
造
二
階
建
て
、
上
下
六
教
室
で
、
一
部
普
通
教
室
と
し
て

使
用
さ
れ
た
が
、
理
科
教
育
施
設
の
整
備
の
た
め
に
昭
和
四
十
年
度
に
改
修
し
て
、
化
学
室
・
生
物
室
・
物
理
室
・
地
学
室
な

ど
五
教
室
と
し
、
使
用
す
る
机
も
新
し
く
整
備
さ
れ
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
付
帯
施
設
が
整
え
ら
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
は
千
葉
県
高
等
学
校
大
会
に
各
ク
ラ
ブ
と
も
優
勝
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
昭
和
三
十
年
六
月
に
県
大
会
に
初
優
勝
し
、
八
月
に
全
国
大
会
に
出
場
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
三
十
八
年
八
月
に
県
大
会
に
優
勝
し
、
全
国
大
会
及
び
国
体
に
出
場
、
他
に
卓
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
陸
上
競
技
が

県
大
会
を
制
覇
し
、
全
国
大
会
及
び
国
体
に
参
加
し
、
本
学
院
ス
ポ
ー
ツ
の
名
声
を
高
め
た
。

こ
の
他
に
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
、
職
業
指
導
優
秀
の
功
に
よ
り
、
千
葉
県
知
事
及
び
千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育

長
よ
り
表
彰
の
栄
に
浴
し
た
。
ま
た
職
業
指
導
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
、
林
孝
教
諭
が
千
葉
県
知

事
・
千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
七
日
に
、
河
原
清
輔
教
諭
が
同
じ
く
、
職
業
指
導
の
成
績

優
秀
の
功
に
よ
り
、
表
彰
状
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
方
面
に
お
い
て
大
き
く
教
育
が
発
展
す
る
う
ち
に
本
学
院
は
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



二
、
青
空
に
き
ら
め
く
プ
ー
ル

創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
プ
ー
ル
の
建
設
が
行
わ
れ
、
プ
ー
ル
の

竣
工
式
は
、
昭
和
三
十
四
年
八
月
十
二
日
の
午
前
九
時
よ
り
行
わ
れ
た
。

当
日
は
真
夏
に
は
珍
し
く
、
ど
ん
よ
り
と
曇
り
、
肌
寒
さ
さ
え
感
じ
ら

れ
る
と
い
っ
た
天
候
で
あ
っ
た
が
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
真
新
し
い
プ

ー
ル
は
満
々
た
る
水
を
た
た
え
、
多
数
の
列
席
者
を
迎
え
た
。
プ
ー
ル

サ
イ
ド
正
面
に
は
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、
学
院
長
、
副
学
院
長
、
諸
先
生

方
が
な
ら
び
、
両
サ
イ
ド
に
は
、
父
兄
有
志
、
生
徒
代
表
が
控
え
て
い

た
。式

は
、
ま
ず
葛
飾
八
幡
宮
、
筥
崎
宮
司
の
清
め
の
式
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
学
院
長
の
手
に
よ
っ
て
、
テ
ー
プ
が
切
り
落
と
さ

れ
、
会
場
は
列
席
者
の
拍
手
に
湧
い
た
。
そ
の
後
、
学
院
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
お
祝
い
の
言
葉
な
ど
が
あ
り
、
式
は
無
事
終
了

し
た
。

式
後
、
こ
の
日
の
竣
工
を
祝
っ
て
、
学
生
水
泳
界
を
代
表
す
る
日
本
大
学
水
泳
部
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
に
よ
る
模
範

競
泳
が
あ
っ
た
。
選
手
た
ち
は
、
ま
ず
本
校
水
泳
部
員
と
初
泳
ぎ
を
し
た
後
、
基
本
的
泳
法
の
指
導
を
丁
寧
に
演
技
解
説
を
し
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
型
の
泳
ぎ
を
力
強
く
披
露
し
て
く
れ
た
。

屋外プール開き



な
お
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
に
は
、
こ
の
屋
外
プ
ー
ル
を
改
良
し
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
と
し
、
水
温
・
室
温
と
も
三
〇
度
前

後
、
年
間
使
用
の
施
設
と
な
り
そ
の
利
用
価
値
を
高
め
た
。

三
、
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
と
大
講
堂

昭
和
三
十
六
年
の
新
春
、
待
望
の
大
講
堂
の
完
成
を
待
っ
て
、
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

が
一
月
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
新
装
の
な
っ
た
講
堂
に
お
い
て
そ
の
落
成
式
を
か
ね
て
、

多
数
の
来
賓
、
父
兄
の
出
席
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

新
し
い
大
講
堂
は
六
ヵ
月
余
の
工
程
を
経
て
、
昭
和

三
十
六
年
一
月
十
六
日
引
渡
し
を
受
け
た
。
総
坪
数
六

一
九
坪
、
収
容
人
員
三
、五
〇
〇
名
、
マ
ン
モ
ス
講
堂

と
評
さ
れ
、
間
口
一
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
メ
ー

ト
ル
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
音
響
、
照
明
、
映
写
の
諸

施
設
が
備
え
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
新
講
堂
の
完
成
に
伴
い
、
従
来
の
講
堂

は
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
よ
り
体
育
館
に
改
造
す
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
工
事
に
着
手
し
て
同
年
三
月
か
ら
第

新築中の鉄筋大講堂

体育館に改造された旧講堂

昭和学院及び中学校・高等学校



一
体
育
館
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
造
工
事
は
、
入
母
屋
式
の
瓦
屋
根
を
壊
し
切
妻
式
亜
鉛
板
の
屋
根
に
改
修

し
、
窓
は
高
窓
に
模
様
変
え
し
、
建
物
の
周
囲
は
グ
レ
ー
の
モ
ル
タ
ル
塗
り
で
仕
上
げ
ら
れ
た
。
内
部
は
従
前
の
ス
テ
ー
ジ
を

取
り
壊
し
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
一
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
一
面
が
取
れ
る
広
さ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の

廊
下
に
あ
た
る
部
分
に
各
運
動
部
部
室
を
設
け
た
。
他
に
体
育
教
官
室
と
体
育
用
具
室
を
建
物
の
東
側
に
設
け
た
。


